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研究成果の概要 

本研究は電子素子の励起子生成からキャリア動作機構を含む、素過程の解明から得た多くの知見や

発想とミクロ・ナノ相分離構造制御技術の飛躍的な拡充により、電子素子の根本的な構造と機構変革に

よる超高機能な塗布型発電体の創製を目指す。突如のライフラインの遮断にも瞬応可能な社会、また、

途上国の電力事情にも寄与できる社会インフラの創造等、多くの産業に関わる破壊的イノベーション

に繋がるシーズ創出を行う。 

2022 年度は電子素子の中核的な役割を担う機能層と電極モデルを考案し、多くの物理的ファクター

を考慮し、電子素子としての機能の一端を実証した。具体的には機能層及び電極構成材料及びそれらの

成膜に用いる溶媒の比重、沸点、溶解度パラメーターの観点から検討を行い、電子素子としての電気特

性からその有効性を確認した。 

本結果は複合成分でのミクロ-ナノ相分離構造制御の可能性を示唆しており、次年度以降は本技術の

拡充により、更に複雑な複合系モデルに対するミクロ-ナノ相分離構造を目指すと共に、本知見を基に

機能層-電極モデルの再考を行い、電子素子としての高機能化に向けた取り組みを行っていく予定であ

る。 
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